
えがお de 江南教室                 第４号 令和5年７月 31日 

通級生は、日本での生活や日本語の習得に希望と不安をもって来日します。 

江南教室では彼らを段階的に支援すると共に、在籍校への繋ぎの場となるよう 10 週の間に

通級の様子を伝えたり、通級修了後の支援体制を共に考えたりすることを大切にしていま

す。今号は、在籍校を巡回訪問する教科指導員のコラムを掲載します。 

  

在籍校の関わりの大きさ～外国人児童生徒教科指導員 髙崎裕司 

 

江南教室通級中の10週間に2回の在籍校訪問をさせていただいています。生徒は毎週金曜日に在

籍校に登校しますので、そのタイミングで訪問し、学級での様子や取り出し授業での様子など見さ

せていただいています。また、担任の先生や管理職、ときには養護教諭とも連携を図り、生徒の情

報や外国人生徒の指導の充実に向け活動をしています。 

 訪問時には、先生方の不安と熱意とが入り混じった思いを感じます。日本語がわからない生徒が

クラスに入ってくることに不慣れですから当然です。私も以前勤務した学校では随分言葉の壁に苦

労しましたから、気持ちはよくわかります。 

 

 一方で生徒のほうはどうでしょうか。これには個人差がありま 

す。早い段階から打ち解けることができる生徒もいれば、なかな 

か馴染めずにじっとしていたり、外国人同士でいることが多かっ 

たりする生徒もいます。 

 先生方は戸惑っていることもありましたが、ある先生から「子 

供たちに任せたほうがいい表情になることがある」という言葉を 

聞きました。これは、先生が何とか会話しようと、ポケトークや 

グーグル翻訳を駆使して、コミュニケーションを図ろうとしてい 

ただいています。その様子をみた生徒たちが、自らも積極的に外 

国人生徒に話しかけたり、ボディランゲージで会話したり、メッ 

セージを書いて渡したり。周りの生徒たちが、自ら様々なアクシ 

ョンを起こしている状況が生まれたということです。すると、外 

国人生徒の表情が生き生きとし笑顔になったというのです。 

  

外国人生徒の受け入れのために大事なことは、子供同士の関係 

の中に居場所があるということが大きな要因になると思いました。 

訪問時には１０週間後の指導体制の構築もお願いしています。各 

学校で大変熱心に作成していただき感謝の気持ちでいっぱいです。 

今後も皆さんと一緒に外国人生徒の日本での浜松での教育が円滑 

に進むことができるよう微力ながら尽力したいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

 

PS. 昨年度初期に江南教室を修了した生徒さんの様子もフォロー 

しています。中にはもうほとんど日本語で会話が成立し授業参加 

がしっかりできている生徒もいるとのことです。 

一方で、なかなか厳しいねという生徒もいるようです。私たちに 

できることがあればお手伝いします。 

 

クラスメートから手書きの金曜

予定が届くと、にこにこと何度

も読み返しています。 

修了式後の打ち合わせで、

通級修了後の指導体制を示

していただいています。 


